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旭
川
に
屯
田
兵
を
置
く
こ
と
が
決
ま
っ
た
明
治
二

三
（
一
八
九
〇
）
年
頃
、
開
拓
は
本
格
化
し
始
め
て

い
た
。
そ
の
数
年
前
か
ら
石
狩
川
流
域
に
は
屯
田
兵

入
植
が
進
み
つ
つ
あ
り
、
こ
の
後
も
北
見
や
湧
別
へ

と
つ
づ
き
、
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
の
剣
淵
・

士
別
が
最
後
と
な
っ
た
。
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年

か
ら
二
十
数
年
に
及
ぶ
屯
田
兵
の
規
模
は
、
三
七
兵

村
七
三
三
七
戸
三
万
九
九
一
一
人
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
石
狩
川
流
域
に
は
一
八
兵
村
が
置
か
れ
た
。
胆
振

の
仙
台
藩
の
移
住
や
十
勝
の
晩
成
社
（
依
田
勉
三
）

な
ど
の
団
体
移
住
が
始
ま
っ
て
い
た
が
、
そ
う
し
た

な
か
三
七
兵
村
に
及
ぶ
屯
田
兵
の
耕
稼
開
墾
は
、
北

海
道
開
拓
の
主
力
で
あ
り
、
北
海
道
農
業
の
原
型
の

ひ
と
つ
を
成
し
た
。
し
か
し
、
戦
後
の
工
業
化
や
機

械
化
農
業
の
進
展
と
共
に
、
そ
の
存
在
感
は
薄
れ
つ

つ
あ
る
。
地
名
や
イ
ベ
ン
ト
名
あ
る
い
は
商
品
名
に

そ
の
名
を
見
か
け
る
だ
け
で
あ
る
。

　
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
兵
員
個
々
に
と
っ
て
は
、

三
年
間
の
食
い
扶
持
保
証
の
も
と
将
来
の
自
作
農
経

営
を
夢
見
て
の
来
道
で
あ
っ
た
が
、
自
ら
給
与
地
や

区
画
を
選
択
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
上
か
ら
の
指
示

に
従
う
入
植
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
の
南
下
政
策
の
最

前
線
と
し
て
耕
稼
開
墾
を
目
標
に
据
え
た
屯
田
兵
制

度
は
、
こ
う
し
た
保
護
と
強
制
と
も
い
え
る
環
境
下

で
歴
史
を
刻
ん
だ
。
そ
し
て
、
明
治
二
九
（
一
八
九

六
）
年
の
第
七
師
団
の
発
足
を
受
け
、明
治
三
七
（
一

九
〇
四
）
年
、
制
度
そ
の
も
の
が
廃
止
と
な
っ
た
。

　
改
革
期
に
あ
た
る
明
治
二
三
年
は
、
屯
田
兵
土
地

給
与
規
則
が
改
正
さ
れ
、
家
族
教
令
（
全
二
〇
条
）

が
示
達
さ
れ
た
年
で
も
あ
っ
た
。
土
地
給
与
規
則
改

正
の
目
玉
は
、
兵
員
個
々
へ
の
給
与
地
を
増
や
し
か

つ
兵
村
に
対
し
て
公
有
財
産
地
が
与
え
ら
れ
た
こ
と

だ
。
公
有
財
産
地
は＜

一
戸
当
た
り
兵
員
給
与
地
×

戸
数
分
の
面
積＞

の
規
模
で
兵
村
の
財
産
と
な
っ
た

も
の
だ
。
兵
村
の
基
本
財
産
と
し
て
公
共
事
業
等
に

充
当
し
、
兵
村
維
持
を
強
固
に
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
期
待
は
屯
田
兵
制
度
廃
止
と
と
も

に
ど
の
よ
う
に
推
移
し
変
容
し
た
か
、
今
日
の
北
海

道
に
ど
う
つ
な
が
る
の
か
。

　
家
族
教
令
の
前
文
は
、
保
護
を
与
え
て
く
れ
る
天

皇
制
国
家
へ
の
忠
節
を
誓
い
、
開
墾
耕
稼
に
あ
た
る

べ
し
と
い
う
。「
一
身
一
家
の
利
益
を
図
る
は
素
よ

り
大
切
な
れ
ど
（
中
略
）
兵
村
公
共
の
為
に
は
一
身

一
家
の
利
益
が
顧
み
ざ
る
よ
う
心
掛
け
ざ
る
べ
か
ら

ず
」（
第
一
六
条
）
と
し
て
、
兵
村
全
体
の
日
常
生

活
の
心
得
を
共
有
し
兵
村
の
一
体
感
を
謳
う
。
保
護

と
引
き
替
え
の
滅
私
奉
公
で
あ
る
が
、
今
流
に
い
え

ば
自
助
、
共
助
、
そ
し
て
自
律
的
共
同
体
の
強
化
が

謳
わ
れ
て
い
る
。

　
屯
田
兵
公
有
財
産
地
は
ど
う
か
。
こ
の
運
営
は
選

ば
れ
た
委
員
の
合
議
に
よ
る
。
廃
止
後
の
公
有
地
処

分
に
は
各
兵
村
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
な
動
き
を
み
せ
て

い
く
。
公
有
地
開
墾
を
小
作
人
へ
貸
付
け
し
た
兵
村

で
は
、
移
住
民
増
加
の
誘
因
と
な
り
灌
漑
構
等
の
整

備
費
の
補
填
が
な
さ
れ
た
。
小
作
権
の
個
人
へ
の
売
却

や
町
村
へ
の
寄
付
の
場
合
で
は
是
非
を
め
ぐ
っ
て
兵
員

内
の
紛
議
を
惹
起
し
た
。
東
旭
川
兵
村
の
場
合
、
灌
漑

構
整
備
に
関
わ
る
売
却
は
結
果
と
し
て
は
稲
作
振
興
に

寄
与
し
た
。
中
野
付
牛
兵
村
（
北
見
）
で
は
、
市
街
地

整
備
に
関
わ
っ
て
売
却
を
急
ぎ
、
批
判
も
あ
っ
た
ケ
ー

ス
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
公
有
地
処
分
は
地
域
毎
に
独
自

に
か
つ
早
期
に
済
ま
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
下
野
付
牛
兵

村（
端
野
）と
野
幌
兵
村
は
戦
後
に
ま
で
持
ち
越
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
早
く
に
処
分
を
決
め
た
ケ
ー

ス
で
は
、
移
民
増
の
呼
び
水
に
な
る
と
同
時
に
市
街

地
整
備
や
都
市
化
の
進
展
に
一
役
か
っ
て
い
た
よ
う

だ
。
他
方
、
兵
村
の
一
体
感
が
強
い
地
域
で
の
処
分

（
の
遅
さ
）
は
、
い
わ
ゆ
る
コ
モ
ン
的
存
在
の
色
濃

い
農
村
共
同
体
の
在
り
よ
う
を
反
映
し
て
い
た
。

　
と
も
あ
れ
、
社
会
全
体
の
工
業
化
・
都
市
化
の
う

ね
り
は
制
度
そ
の
も
の
を
忘
れ
さ
せ
る
が
、
屯
田
魂

が
醸
す
余
韻
に
は
コ
モ
ン
へ
の
期
待
が
み
え
る
。
近

年
話
題
の
『
人
新
世
の
「
資
本
論
」』（
斎
藤
幸
平
）

は
、
コ
モ
ン
の
再
建
や
コ
モ
ン
の
市
民
営
化
、
あ
る

い
は
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
ー
プ＜

生
産
手
段
を
コ
モ
ン

に＞

と
い
っ
た
運
動
論
を
提
示
し
て
い
る
。

　  ＜

た
け
な
か
　
ひ
で
や
す
・
旭
川
大
学
名
誉
教
授

／
旭
川
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
理
事＞

 

屯
田
兵
公
有
財
産
地
と
家
族
教
令
が
問
い
か
け
る
も
の
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